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令和4年度 

2級造園施工管理技術検定 

2 次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程・品質管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(1)  Ａ ク（樹勢） 

Ｂ ウ（1.2） 

Ｃ オ（70） 

Ⅾ シ（最長と最短の平均値） 

(2) (イ) ①・植穴の底はやや高めにし、土を砕いて柔らかくしておく。 

・掘り上げられた土は埋戻し用土として使われるので、樹木の生育障

害となる瓦礫などを取り除いておく。 

②・付近の風致に応じて見栄えよく「表」「裏」を確かめて植え込む。 

・厚物の根巻材や化学繊維のひも、縄などは除去する。 

・・・等 

 (ロ) (ａ) 2/3 ⇒ 1/3 

(ｂ) 小量 ⇒ 十分に 

(ｃ) ○ 

(ｄ) ○ 

(ｅ) 根鉢を乾燥させる ⇒ 灌水して根鉢に水が行き渡るようにする 

 (ハ) Ａ エ(八ツ掛) 

Ｂ キ(4) 

Ｃ イ(布掛) 

Ｄ コ(水平に渡して) 

(3) (イ) ① 表土の均質化を図り、決定した遣方にそって整形する。 

② 基肥を施し、整形後数日間放置して、土を落ち着かせる。 
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 (ロ) 材料に関する留意事項 

・原則として床土と同じものを用い、雑草の種子の混入が多い表層土

は避け、植物の根茎、瓦礫等の混入のないものを調達する。（客土の

場合、畑土などの良質な土壌を使用する） 

目土かけを行うことの効果 

・発根を促し、地表面の凹凸をなくす。 

・表層土の物理性改良、刈かす等の分解促進。 

(4) (イ) ① 支持根となるべき太い根を三～四方に残し、支持根は幅 15cm 程度

に環状剥皮を行い、剥皮部からの発根を促す。 

② 他の根は鉢に沿って切断し、切断部は鋭利な刃物で切り直す。 

・・・等 

 (ロ) ・枝葉の広がりを抑え、損傷を最小限に抑えるため、枝をまとめて縄

で幹に引き付け結びとめる。(枝しおりを行う) 

・作業中、運搬中は、無理な圧迫や急激な作業、過度な振動を与える

ことを避ける。 

・・・等 

 

【問題 3】 

(1)  ・1日の作業上の注意事項や禁止事項 

・1日の作業に関係する災害の事例 

・危険の予知および指差呼称の励行の指示・確認 

・互いの体調や個人保護具のチェック 

・1日の作業手順や作業工程の確認 

・・・等 

(2)  Ａ イ（小型移動式クレーンの運転技能講習を修了した者） 

Ｂ オ（75°） 

Ｃ ケ（７） 

(3) (イ) ・作業計画を定め、作業の指揮者を定める。 

・高所作業車の転倒または転落を防止するため、アウトリガーを張り出

すこと、地盤の不同沈下、路肩の崩壊防止等の措置を講ずる。 

・一定の合図を定め、合図を行う者を定める。 

(ロ) Ａ フルハーネス 
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(ハ) ・枝の切り落とし時には監視員を配置し、地上作業員の安全確保に努め

るほか、状況に応じては、吊り下げて落とす。 

・地上作業員による落下枝の集積作業は、枝の切り落とし後に実施する。 

(4)  ・作業中に周囲に人がいないことを確認する。 

・飛散する危険のある小石や空き缶などの障害物は事前に片付ける。 

・作業中に刈刃に草が絡まった時はエンジンを停止し、不意に刈刃が作

動しない状態にする。 

・片かけバンドを必ず着用する。 

・草刈機は右から左に操作し、刈刃の先端から 1/3のみで刈る。 

・・・等 

 


